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〈 概 要 〉 学齢期 前半 ま で の 子 ど もの メデ ィ ア接触 に つ い て 、
ス テ レ オ タイ プ に伝 わ っ て い る

保 護者 の 考 え方 を変 える た め に 、保護者 の 役割 に つ い て 学ぶ e ラ
ー

ニ ン グサ イ トを開発 した 。

各 単元の 学習後 に、考 え方 の 変化 を 自己評価 し た値 を分析 し た結果 、幼 稚 園 と小学校低 学年

の 保 護者間 の 平均値 に有意 な差 は 見 られ な い も の の 、特 定の 単元 で 考 え方 の 変化 量に 有意 な

差 が 見 られ た。

〈 キ
ー

ワ
ー
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一
ラ
ー

ニ ン グ 、 学習環境、シ ス テ ム 開発 、幼 児教育

1 ．は じめに

　子 ど もが関係 す る社 会的事件 が 、メデ ィ ア

接触 と関連づ け られ る こ とも少 な くな い
。 特

に学 齢期前 半 まで の 子 どもの メデ ィ ア を取 り

巻 く環境 に は、教育現 場 よ りも、家庭 環境 が

大 き く関係 して お り 、 保護者 の 役割 が重要 と

な る 。 し か し、学齢期前半ま で の 子 どもの メ

ディ ア 接触 に 関す る保 護者の 役割に っ い て 、

学 ぶ た め の 書 籍や e
一
ラ

ー
ニ ン グサ イ トは ほ

とん どな い 田
。

　今 こそ 、幼児期 か ら小学校低学年 まで の 学

齢期前半の 子 ども達 の 保護者 を対象に 、イ ン

タ ーネ ッ ト技 術を用 い た 双 方向 の コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン が可能 な環境 を実現 して 、教育現場

の メデ ィ ア利用 の 実態や家庭に お けるメデ ィ

ア 接 触 の あ り方 、保護 者 の 役割 を、実践経 験

が ある 専門家 か ら系統的 に学ぶ機 会 が必要 で

あ る 。

2 ． 目的

　 本研 究の 目的は 、学齢期 前半 まで の 子 ども

の メ ディ ア 接触 に つ い て 、ス テ レ オ タイ プ に

伝 わ っ て い る保護者 へ の 考え方を変 え る た め

に 、 保護者の 役割 に つ い て 学ぶ e ラ
ーニ ン グ

サイ トを開発 す るこ と で ある。

3 ．方法

（1）保 護者 が 、学齢期前 半 ま で の 子 ども の メ デ

　 ィ ア接触 に つ い て 学 べ る e
一
ラ
ー

ニ ン グサ

　 イ トを開発す る。

（2）e ・ラー
ニ ン グサ イ トの 評 価 は 、学習後 に保

　 護 者 が 子 ど も の メ デ ィ ア 接 触 に 対す る 自

　 らの 考 え方が 、どの 程度 変化 したか を 自己

　 評価 した 値で 分析す る 。

4 ．e一ラ
ーニ ン グサ イ トの 設計

　 e
一
ラ
ー

ニ ン グサイ トで 、保護 者 に どの よ う

な知識理 解 を促すか を検討 し た 結果か ら、知

識体系や 教材 群の 系統性 に っ い て 、すで に 以

下 の よ うに ま とめた 【2】
。

4．1． 知識体系

a ．メ デ ィ ア を利用す る時 の 効果 と留意点

b．教育現 場 で の メデ ィ ア 利 用 の 実態

c ．メ デ ィ ア制作者の 開発 コ ン セ プ ト

d．家庭で の 子 ども の メデ ィ ア との つ き あ い 方

4．2． 教材 群の 系統性

　知識理 解の 体系 を よ り具 体化す る た め に、

調 査、開発 、実践 、理 論 に 区分 し て 、メディ

ア利 用 に 関 して経験豊 富 な 実 践者や 開発 者 を

イ ン タ ビ ュ
ー

取材 し て 、 教 材群 の 系統性 を考

え 、以下 の 7 つ の 学び の 単元 を設 定 した 。

単元 1；メディア に対 して親 は こん な ふ うに思 っ て い る ！

単元 2 ：教育現場 で メディ ア をどう利 用 して い るの ？

単元 3 ：メディア は こん なに 効果 が あ る ！

単元 4 ：メデ ィア は（健 康 に）よくな い の で は…

単元 5 ：番組やソ フ トは どん なコ ン セ プ トで 開発されるの

単元 6 ：メディア との つ きあ い 方 は どうす るの ？

単元 7 ：ま とめ 対 談 ：学齢期前 半ま で の マ ル チ メデ ィア

　 　 　 　 　 接触 に つ い て
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　　　　 図 1 教材 画面の イメ
ージ

5 ．e
’
ラ ー ＝ ン グサ イ トの 開発

　上 述 し た よ うな設 計原 理 の もとに 、e
鹽
ラ ー

ニ ン グサ イ トを 開発 した 。 教材はすべ て 動画

像を 中心 に 、 イ ン タ ビ ュ
ー した 内容を ス ライ

ドに して 、動画像 と動機 を とっ て い る。また、

巻戻 しや 早 送 り機 能 の 他に 、
セ グメ ン ト単位

で 動画像 を 再 生 する こ と を可 能 に し た 。 1 つ

の 教材 で 映像が 流れ る時間は
、 低速 なネ ッ ト

ワ
ー

ク を配 慮 して 2 分 以内 と した （図 1）。

　 ク ラ イ ア ン ト側 に推 奨す る環境 は 、 CPU ：

Pentium 皿 750MHz 以上 、メ モ リ ： 128MB

以 上 、 OS は Windows 　 XP 、 ブ ラ ウザ は

Internet　Explorer6 以上 で 、イ ン ターネ ッ ト

接続 は 128kbps 超 が望 まれ 、　 Macromedia
Flash　PlayerVer．8 が必 要 で あ る 。

　 サ
ーバ 側 の シ ス テ ム は 1 台 の コ ン ピ ュ

ー
タ

に、独 自開発 の LMS （＿Learning巫 anagement

System） と Web サ ーバ
、 デー

タ ベ ー
ス サー

バ の 役割 を持 た せ て い る 。

6 ．e’ラ ー
ニ ングサ イ トの 評価

6．1． 調査方法

　期 間 ： 2006 年 5月 下旬 〜 7月下旬

　対象 ： 幼稚 園児 ま たは小 学校低学年 の 子 ど

　　　　 もを 持つ 保護者各 18名
　手段 ： 各 単元 の 学 習後 に、 自らの 考 え 方の

　　　　 変 化 を 「大 き く考 え方 に 変化 を もた

　　　　 ら した 」 な ど の 4件法 で 回答

6．2． 学 習後 の 保護者の 考え方の 変化

　表 1 に 、 学習後 の 考え 方の 変化量 を示 す 。 2

が基 準値 で あ り、単元 2 ・6 ・7 の 平均値 が 特

に 高く な っ て お り、保護者 の 子 ども の メ デ ィ

ア 接触 に対す る考 え方 に変 化があ っ た こ と を

示 して い る。

（1）幼稚園及 び小 学校の 保護者間 の 平 均 値 の 差

　等分散性 の 検定及 び対応 の な い t 検 定の 結

果 、幼稚園 と小学校低 学年 の 保護 者の 学びの

効 果 を表 わ す 学習後 の 考 え に変化 を起 こ した

値 の平均値 に は 、統計的 な有意差 は な か っ た 。

（2）考 え方の 変化 量で の 単元 間 の 平 均 値の 差

　単元 毎 の 考 え方 の 変化量 は 、一
元 配 置 の 分

散分析 の 結果 、 学び の 効果 を表 わ す 自らの 考

え に変化 を 起 こ した 値 の 平 均値 に 有意 な差

（F（6，245）＝ 7．62
，
P く ．01 ）カミあ っ た 。さらに単

元 毎 の 対応 サ ン プ ル の 検 定 を行 っ た結果 、 単

元 1 及び 単 元 4 と他 の 単元 とで 、5％ 水準で 有

意な差 が 見 られ た。こ の こ とか ら、単元 2 ・3 ・

6 ・7 は 、単元 1 ・4 に比 べ 、保 護者 の 考え方

に変化 を及 ぼ した と言 え る 。

7 ．結 論

　学齢期前 半 まで の 子 どもの メデ ィ ア 接触 に

つ い て 、 保護 者 の 役割 を学 ぶ e ’ラ ーニ ン グサ

イ トを開発 、運用 した。そ の 結果 、 他人 の 意

見や健康面の 配慮な どを学ぶ 単元 よ りも、教

育現場 で の メ ディ ア 利用 の 実態や メ デ ィ ア と

の つ きあい 方 な ど の 単元 で
、 保護 者の 考え 方

の 変化 が 大 き い こ とが あ っ た 。
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表 1　学習後 の 保護者 の 考 え方 の 変化

小 の 保護 者

（ ）は幼 　 　 n＝18
単元 1 単 元 2 単 元 3 単 元 4 単元 5 単 元 6 単元 7

平均値 2．11（2．17》 2．89（3DO ） 2．67（2．83） 244 （244 ） 2，61（2．89） 2，72（390 ） 283 （2．89）

標準偏差 0、471（0、618｝ O，676〔0．594） 0．594（OJO7 ） α 705（0，616） 0．502（0．676） 0．575（0．767 ） 0．5伺 （0．676）
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